
 

令和元年度 島根県肢体不自由教育研究協議会実施要項 

 

主催：島根県特別支援学校教育研究会 

後援：島根県教育委員会 

主管：島根県立松江清心養護学校 

 

 

１ テーマ 「共生社会の形成を目指してつながりを大切にした授業づくり」 

       ～肢体不自由児教育における主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～ 

 

２  目 的 島根県肢体不自由特別支援学校相互の連携を図るとともに、授業の充実と専門性の向上 

      を図る。 

 

３ 期 日 令和元年７月３０日（火） 

                  

４ 会 場  ○松江合同庁舎  〒690-0011 島根県松江市東津田町 1741-1  TEL 0852-32-5600 

   全体会会場・・・講堂 

分科会会場・・・講堂、６０１、６０３・６０４ 

講師控え室・・・６０２ 

○いきいきプラザ 〒690-0011 島根県松江市東津田町 1741-3 TEL 0852-32-5911 

   分科会会場・・・体育館 

 

※この研修に関する問い合わせは松江清心養護学校までお願いします。 

 

５ 日 程 

9:45  10 :00 10:10               12:00      13 :00                    15:00 15:10 

受 

 

 

付 

開 

会 

行 

事 

 

全体会 

（講義・講演） 

 

昼食 

休憩 

 

分科会 

（講義・演習・実践発表） 

閉 

会 

行 

事 

 

６ 全体会（講義・講演） 

  講師  島根県立大学人間科学部 准教授 西村 健一氏 

      演題  「肢体不自由のある子どもたちの未来につながる教育」 

      

７ 分科会 

 テーマ 研修内容の概略 講師 

 

 

第

１

分

科

会 

認知・発達 

「発達や障がい特性に 

応じた指導・支援の工 

夫 ～感覚と運動の高 

次化理論を基に～」 

障がいがある子どもたちの発達を理解す

ることは、指導・支援の在り方を整理するこ

とにつながります。前半は「感覚と運動の高

次化理論」の基本的な内容について学びま

す。後半は、外界からの刺激を受け止めるこ

とをねらいとする発達初期の段階から、視覚

・聴覚を使うことをねらいとする段階へと移

行していった児童の事例を基に研修します。

一緒に子どもを見る目を学びませんか？ 

【講師】 

鳥取県立皆生養護学校  

主幹教諭 野口 明紀氏 

教諭 緒方 夏江氏 

教諭 松原 大樹氏 

 

【運営担当】 

松江清心養護学校 

教諭 宮前 あいこ 



 

 

第

２

分

科

会 

 

支援機器の活用（３D

プリンターを使った補

助具） 

「子どもたちの可能性 

を広げる３D プリンタ 

ーの活用」 

 

近年、３Ｄプリンターを使って教材や支援

具を開発・活用する動きが全国的に活発にな

ってきています。３Ｄプリンターを活用する

ことで、個々の動きに応じた丈夫な支援具を

開発できるだけでなく、データを保存してお

けば何度も作ることができます。本研修では

３Ｄプリンターの仕組みや実際の作成方法

などについて、一つ一つ具体的に説明をし、

随時質問を受けながら進めていきます。 

【講師】 

島根県立大学 

人間科学部  

准教授 西村 健一氏 

 

【運営担当】 

松江清心養護学校 

教諭 小早川 里江 

 

 

 

第

３

分

科

会 

 

キャリア教育、進路支

援 

「障がい者支援はなぜ 

必要なのか～高等教育 

機関における取り組み 

を通して～」  

日本の障がい者支援は、「障害者の権利に

関する条約」の発行、「障害者差別解消法」

の施行等により大きく変化しました。法律や

制度が整備されることにより、障がい者（保

護者）自身はセルフ・アドボカシーの力を身

につけていくことが必要となりました。 

高等教育機関での支援の現状を参考に、私

たち障がい者教育関係者に、今、求められて

いることを考えてみたいと思います。 

【講師】 

島根大学 

障がい学生支援室  

教授 野﨑 明彦氏 

 

【運営担当】 

松江清心養護学校 

教諭 土井 康永 

 

 

 

 

第

４

分

科

会 

 

障がい者スポーツ 

「様々な障がいのある 

人が一緒に参加できる 

チームスポーツを求め 

て～ハンドサッカーの 

実践を通して～」 

松江清心養護学校では、昨年度より東京都

から招致した研修をきっかけに「ハンドサッ

カー」に取り組んできました。本分科会では、

高等部での実践を講義形式で紹介し、後半は

実際に車いすやウォーカーに乗りながらの

ハンドサッカー体験を設定しています。 

講義や体験を通して、実態差の大きい生徒

たちそれぞれに役割や課題を設定すること

で、一人一人が輝けるようなチームスポーツ

を考える時間にしたいと思います。 

当日は動きやすい服装をご用意ください。 

松江清心養護学校 

教諭 天根 佑介  

教諭 宅和 誠司 

 

 

【運営担当】 

松江清心養護学校 

教諭 齋籐 瑞菜 

 

※参加分科会が決定後、分科会によっては研修内容についてアンケートをとる場合があります。 

 

８ 参加費  無料 

 

９ 連絡事項 

   ○駐車場が少ないですので、できるだけ乗り合わせでお出かけください。 

   ○弁当を注文される方は、当日受付で７００円をお支払ください。（学校ごとにまとめてお支払

いいただきますようお願いいたします。） 

   ○情報保障が必要な場合は参加申込書にその旨をご記入ください。 

   ○お手数ですが、島根県立松江清心養護学校ホームページから参加申込書をダウンロードし、メ

ールにて参加申し込みをしてください。（特別支援学校の方は、送信メールの添付ファイルを

ご使用ください。） 

       〆切  ６月２７日（木） 

       ＨＰ  http://www.shimanet.ed.jp/seishin/ 

              e-mail   takashima-misuzu@edu.pref.shimane.jp 

          担当  研修推進部 高島美鈴 宛 

 

 

 


